
「持
た
ざ
る
者
の
味
方
」

を
演
出
し
た
橋
下
徹

「維
新

の
会
」
が
、
実
際
に
は
関
西

の

「最
も
持
て
る
財
界
人
」

を
バ

ッ
ク
に
し
て
い
る
こ
と

に
つ
い
て
は
す
で
に
述
べ
て

き
た
。

『
日
経
新
聞
』

（
２
月
２‐

日
付
）
に

「橋
下
改
革
を
支

え
る
経
済
人
た
ち
」
と
い
う

記
事
が
掲
載
さ
れ
た
が
、
そ

れ
に
よ
る
と

「経
済
人

・
大
阪
維
新
の
会
」
は
、

か
つ
て
橋
下
氏
を
大
阪

府
知
事
に
担
ぎ
出
し
た

堺
屋
太

一
氏
が
、
大
阪

青
年
会
議
所
や

「堺
屋

塾
」
の
構
成
員
に
声
を

か
け
る
と
こ
ろ
か
ら
始

ま

っ
た
。
両
団
体
の
メ

ン
バ
―̈
は
関
西
経
済
同

友

会

と
大
き

く

重

な

り
、
そ
の
た
め
Ｌ
経
済

人
の
会
」
の
初
代
会
長

は
、
第
３６
代
の
青
年
会

議
所
理
事
長
、

「堺
屋
塾
」

現
副
会
長
、
関
西
経
済
同
友

会
現
常
任
幹
事
の
更
家
悠
介

氏
と
な

っ
た
。
更
家
氏
が
委

員
長
を
務
め
る
同
友
会

の

「地
域
主
権
の
あ
り
方
を
考

え
る
委
員
会
」
は
、
一
い

っ
せ

い
地
方
選
挙
で
「維
新
の
会
」

が
勝
利
し
た
直
後
に

「地
域

主
権
型
道
州
制
の
確
立
穴
１０

年
５
月
）
を
求
め
る
提
言
を

発
表
し
た
。
ま
た

「関
西
再

活
性
化
研
究
会

・
堺
屋
塾
」

は
、
０４
年
に
堺
屋
太

一
氏
を
．

塾

長
一と

し

て

発

足

し

た

「
（関
西
に
）
自
由
で
活
力

の
あ
る
新
た
な
発
展
と
繁
栄

を
創
造
す
る
」
た
め
の
団
体

で
あ
る
。
昨
年
の
大
阪
市
長
・

選
前
に
堺
屋

・
橋
下
両
氏
に

よ
る

「
体
制
維
新
』
が
出
版

さ
れ
た
が
、
０９
年
１
月
に
堺

屋
氏
を
名
誉
会
長
と
し
て
発

足
し
た

「地
域
主
権
型
道
州

制
国
民
協
議
会
」

（会
長

・

．江
日
克
彦
氏
、
み
ん
な
の
党
）

に
橋
下
氏
が
賛
同
者
と
し
て

名
を
連
ね
る
な
ど
ず
両
者
の

一結
び
つ
き
に
つ
い
て
も
ヽ
道

州
制
推
進
を
太
い
軸
と
す
る

も
の
に
な

っ
て
い
る
。

地
域
政
党
と
し
て
出
発
し

た

「大
阪
維
新
の
一会
」
が
国
・

政
に
進
出
し
よ
う
と
す
る
の
．

も
、
そ
れ
が
道
州
制
の
推
進

に
と
め
て
不
可
欠
だ
か
ら
で
．

あ
る
。
次
期
衆
議
院
選
挙
に

向
け

「維
新
の
会
」
は
、
マ
ニ

フ

ェ
ス
ト
で
あ
る

「維
新
八

策
」
の
策
定
に
入

っ
て
い
る
「

そ
の
内
容
は

「持
た
ざ
る
者

の
味
方
」
と
い
う
彼
ら
の
メ

ツ
キ
を
剥
ぎ
取
り
、
メ
ツ
キ

の
下
か
ら
「財
界
・ア
メ
リ
カ

言
い
な
り
」
の
色
を
あ
ら
わ

に
さ
せ
る
も
の
と
な

っ
て
い

る
“そ

こ
に
記
さ
れ
た
道
州

制
、
公
務
員
人
件
費
削
減
、

徹
底
し
た
規
制
緩
和
、
Ｔ
Ｐ

Ｐ
の
推
進
、
憲
法
９６
条
の
改

正
な
ど
は
、
従
来
型
の
自
民

・
民
主
の
政
治
と
何

一
つ
変

わ
る
も
の
で
は
な
い
。

「労

働
力
市
場
の
流
動
化
、
自
由

化
」
に
い
た

っ
て
は
い

「持

た
ざ
る
者
」
の
期
待
を
裏
切

る
の
に
十
分
過
ぎ
る
と
い

っ

て
よ
い
「

職
員
基
本
条
例
や
教
育
基

本
条
例
を
全
国
に
広
げ
る
と

す
る
点
も
、
や
り
方
は
急
進

的
だ
が
、
内
容
は
申
央
財
界

が
８０
年
代
か
ら
進
め
て
き
た

公
務
員
制
度
改
革

（
住
民
に

奉
仕
す
る
公
務
員
か
ら
首
長

の
言
い
な
り
に
な
る
公
務
員

へ
）
の
方
向
に
か
な
う
も
の

と
な

っ
て
い
る
。

財
政
問
題
で
は
大
阪
方
式

の

「究
極
の
行
財
政
改
革
「

が
掲
げ
ら
れ
る
が
ヽ
そ
の
内

実
は
生
活
関
連
予
算
の
切
り

捨
て
で
し
か
な
い
。
税
制
は
、

所
得
税
率
の
均

一
化

（
累
進

課
税
の
廃
棄
）
を
意
味
す
る

フ
ラ
ッ
ト
タ
ツ
ク
ス
が
示
さ

れ
、
そ
の

一
方
で
法
人
税
や

証
券
優
遇
税
制
の
見
直
し
に

は
口
を
つ
ぐ
ん
で
い
る
。

「維
新
の
会
」
は
決
期
衆

議
院
選
挙
に
向
け
、
大
阪
と

兵
庫
で
の
公
明
党
と
の
選
挙

協
力
を
検
討
し
始
め
た
“
ま

た

「維
新
の
会
」
が
議
員
養

成
の
た
め
に
開
始
す
る
政
治

塾
に
は
、
半
ば
道
州
制
推
進

に
特
化
し
た
政
党
で
あ
る
、

み
ん
な
の
党
の
衆
院
選
候
補

者
ら
を
受
け
入
れ
た
。
他
方

で
、

「
つ
く
る
会
」
系
の
中

学
校
教
科
書
を
ヽ
自
分
が
首

長
を
務
め
た
自
治
体
で
採
択

さ
せ
て
き
た
中
田
宏
前
横
浜

市
長
や
山
田
宏
前
杉
並
区
長

が
ヽ
大
阪
市
の
特
別
顧
間
と

な

っ
て
い
る
。
ま
た
大
阪
府

知
事
で

「維
新
の
会
」
幹
事

長
で
あ
る
松
井

一
郎
氏
は
、

「日
本
教
育
再
生
機
構
　
大

阪
」
主
催
の
集
会

（
２
月
２６

日
）
で
教
育
改
革
を
め
ぐ
り

安
倍
晋
三
氏
と
エ
ー
ル
を
交

換
し
た
「
大
阪
市
は
教
職
員

に
君
が
代
の
起
立
斉
唱
を
義

務
づ
け
る

「君
が
代
条
例
」

を
採
択
し
た
が
（
２
月
２８
日
、

維
新

・
公
明

・
自
民
賛
成
）
、

そ
れ
は
教
育
内
容
の
右
傾
化

に
も
太
く
つ
な
が
る
動
き
と

一言

っ
て
よ
い
。

「持
た
ざ
る
弱
者
の
味
方
」

で
な
ぐ

「持
て
る
強
者

（
関

西

・
中
央
財
界
）
の
急
進
的

な
味
方
」
で
あ
り

‥‐、
そ
の
急

・進
性
に
は
靖
国
史
観
へ
の
親

近
性
が
色
濃
く
ま
と
わ
り
つ

い
て
い
る
。
こ
う
し
た

「維

新
の
会
」
の
実
態
を
広
く
国

民
の
共
通
認
識
と
す
る
努
力

を
、
ま
す
ま
す
強
め
ら
れ
て

い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

「持たざる者上を―裏切り
財界・「靖日‐J色あらわに
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